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3
Keio-Cambridge Joint Seminar

開催日　2007年8月1日、2日

企画班　国際教育研究プログラム

企画者　伊澤栄一

発表

　Trevor Robbins, Anthony Dickinson, Nicky Clayton, Nathan Emery      (Cambridge)、伊澤栄一(塾内)

 8月i、2LiにCambridge大 学Downingカ レ ッ

ジにて、Keio-Cambridge Joint Seminarが 行 われ

た。本拠 点 と同大学 比.較認知研 究室か ら大学 院生

が 各4名 が参加 し、 日頃の研究 成果 につ いての発

表 と議論 を行 った。参加教員 は、Trevor Bobbins、

9nthony llickinson、 Nicks Clayton, Nathan

Emery、 伊 澤栄.・であ った。.各院生 には、 それぞ

れ約1時 間の持 ち時間が与 え られた。 とか くピァ

ノの発 表会 にな りがちな学 会発 表 とは異 な り、 デ

ー タ発 表に とどま らず、関連研 究の レヴュー と今

後 の展 望 まで含 めた研 究の位qづ け を明瞭 に メ ッ

セ ージ として構成 し、関連研究 の第.・線で活躍 す

る同大 の教員陣 を前 に、発表す る ことが要求 され

た。院生達は、その準備 に相当な労 力を要 したが、

それが 十分 に伝 わ り、ケ ンブ リッジ側の 院生 、教

員か ら、率直 なコメ ン トが院生 たちに直接投 げか

け られた。休息時 間には、次 第に院生達 も半 ば開

き直 ったのか(1)、 質 問や実験その ものの相 談 な

ど積.極的な コ ミュニケー シ ョンを図 る姿勢 が大変

印象 的であ った。2円 目午後 に行われ たラウ ン ド

テーブルで は、.与え られ たテーマ と各 自の研 究 を

いか に結びつ けて発言す るか とい う点で 、 まだ ま

だ力不足 は垣 間見えた もの の、それ らも含 め、大

変有意義 な2日 聞であ った。

                 (伊澤 栄一)
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